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I はじめに

宮崎大学教育文化背部の ｢/ト中一班教育支援プログラムの開発と実践｣プロジェク トにおい

て.筆者は一学部附属共同研究の外国語活動 ･英語科部会との研究の他に.口南市立北郷小中
学校 (学びの杜北郷学園)にもご協力いただくことができたく注目｡北郷学園では同校の幼小中

一Bl教育における英語教育は 2)の実際について話を伺い,授芸を参観 させていただいた.外国

語活動 ･英語科部会では,本年度は主として/ト中一貫教育における英語教育の実態についてま

とめ,今後の附属小学校 ･中学校における一貫のあり方の方向性を探ることが謝越であった｡

ここに本年度の検討結果を報告する｡

Ⅱ /J叫3-貨教育における英語教育

本学部の小中一貰教育支援研究プロジェク トは,｢小中一貫教育の必要件｣を4つの基本類

型に分類するモデルを提示 している｡以 卜の引用は,平成23年11月26FIに開催された r小中一

Tr教育フォーラム｣において報告されたものである (要約は確者)｡

節 l抑 :少+化対応稚

児韮 ･生Jf,t数が減少傾向にあり,(過)/ト励模校が出現している場合に,学習処団の規模や教員配

附などを適正化する目的で実施される｡

弟 2稚 :'L-7:力底上げ哩

小学校の学習内容を十分に修得しないままrl=IILlI''･JiになっているFどもがいる実纏を騰まえ,児並 ･

生徒に鵜礎学力を保将するため,小.中学校の教員が連携し,乗り入れ授光などを行う｡

耶3純 :血点目標等追求型

現代的甜臥題に対応する教育実践が求められており,そのような教育実践の研究榊発を組織的に行
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うために実施される｡

第4碓 :保該者ニーズ対応型

主にtll学便進学段階において学校過択可便状況が生じている場合に,中門性のl如 ､授盟を実現し,

fl.1極的に選択される (信頼される)JLtLi:校をつくるために実施される｡

英語教育は,このうち第3種と関わることが多いように思われる｡国際化の流れや企誰等が英

語ができる人材を砥用する傾向など,兵語に関する話題が何かと耳に入る昨今,典語教育を

r現代的諸課題｣の一つととらえ,英語の授業に力を入れる姿勢を見せることは.学校をアピー

ルするポイン トになりやすい｡

第2種の r学力底上げ｣にも多少関係するであろう｡新学習蹄等要領における必修領域とし

ての外国語活動は平成23年度に完全実施になったばかりであるが,それ以前から多くの小学校

において,r英語活動｣として r総合的な7=習の時間｣の中で行われていた｡ しかし,小学校

においては,英語スキルを身につけさせるためではなく,英語学習は楽しいと子どもに感 じさ

せ.英語の音や表現に慣れる程度であったため,中学校入学時点でどのくらい英語ノJが走者 し

ているのかがわかりにくい｡そのような ｢緩いJ英語学胃ではなく.中学校における英語学習

につながるような指導を/ト学校のうちから行いたいという狙いが垣間見える｡このような場介

は,算数などの他教科での ｢小学校での学習内解を十分修得 しないまま中学生になる｣という

意図とは多少異なV),r′ト学校での学習内容をよりレベルの高いものにするために小中一賢教

育のなかで英語を扱 う｣というような昔凶になろう｡実際,小中一ial教育における小'7:校段階

での英語教育は,特例として ｢英会話科｣などの教科として設定されることが珍しくない｡

小中一班教育における英語教育の実施の仕方はさまざまであるが,おおまかに以 Fのような

観点の採型の組み合わせであると考えられる｡

(a)実施の仕方

1)外Ⅰ要語活動として行 う

2)教科として行う

(b)指導者

1)小学校の学叔担任(rlRT)が主体

2)中学校の英語教員(JTE)が主体
*実際は両者が一緒に行 うことも多い｡これにA⊥Tや地域人材が加わったりすることも

ある｡

(C)開始時期

l)小学校高学年から実施する

2)低学年や中学年からも実施する

(d)Ll捺 ･内容

I)外国語活動の学習指導要領のEl標 ･内容に従 う (または準拠 して行 う)

2)外凶語活動の>'FT:習指導要領の目標 ･内容を越えたものを設定する

次項で,類型の組み合わせの例をいくつか挙げる｡

Ⅲ 小中一質教育における英語教育の例

前項で述べた類型の組み合わせを用いて,実践例を見てみる｡いくつかの例は出版されてい



小中一∬教育における小学校外国語活動と中学校外国語耕
一小中 r一皿Jした指導をめざして-

る文献によるもので,現在では違 う実践がなされている可億性があることをはじめにお断りし

ておく.記撒するのは文献から読み取れる範囲のものである｡また,以下の ral｣などの表

記は,前項の分類の記号を指す｡たとえば ral｣は,r実施の仕方｣が ｢外国語活動｣として

行われているという意味であるCまた,小中-TIl'教育の体制についても,施設一体型や地域で

の連携などさまざまであるが,ここではその詳細は問わず,英語教育のなされ方のみに注目す

る｡

].広島県呉市の場合 (天笠 2005において)[a2-b2-C卜(d2)]

広島県呉市は,文部科学省作成の資料 ｢小中-1'I教育に関する先行的な取組 (平成12年度以

降の概況)｣において,r研究開発学校の指定を受け,教育課程の特例を活用 して取 り組んでい

る団体｣の一つとされ,｢英語を含む複数科目｣で放り組んでいるとされているo

前項 ｢(a)実施の仕方｣は,r2)教科として行 う｣である｡呉市が小中-lYr教育の中でな

ぜ英語を設定 したかについてはあまり詳細な記職はないが,2004年は外国語活動が必修となっ

た現指導要領の実施以前であり,小学校で英語を実施 しようとすれば ｢総合的な学習の時間｣

の範囲内で行 うか,研究開発や特例として教科を設定するかしか方法がなく,r中学校から始

まる英語科-のスム-ズな移行をめざし,5年年からの楽しく親 しみやすい r聞く力｣を付け

ることを中心とした授業 (天笠 2005:28)｣を実施するた桝 こ,教科としての r英会話の時制｣

を設定したと考えられるo Lかし,中学校段階でも,通常の英語科の授託に加えて英会話の1時

間が実施されるため,実質的に中学校での英語の授実の時間増となる｡現行の学謂指輪要領以

前の例であるため,外国語活動の目標 ･内容と比僚することにあまり意味はないが,当初の悪

因としては外国語活動の ｢英語に憤れ親 しむJ以 ヒの英語力の伸長を日精 していたと考えて良

いのではないか.つまり,｢(d)目標 .内容｣は,r2)外凶語活動の学習指導要領の目標 ･内

茶を越えたものを設定するJに準ずると考えられる｡

r(C)榊始時期｣は,｢1)/ト7=校高学年から実施する｣である｡また,｢(b)指導者｣は,

小学校では ｢JTE,HRT,ALTの3人で展開 (天笠 2005:81)｣と記載されているが,少なく

とも2005年の段階ではJTEが主体となっているように読み取れる｡掲収されている実践例や指

導案には,ALTとJTEのモデル会話を聞いて意味を推測したり.発音を正 しく繰 り返すなどの

活動が[fJ心で,HRTの役割は子どもの実態を把握 して声掛けや指名を行 うことや場を和ませ

ることなどが中心となっているように思われる｡つまり,小中-rI教育を行 うことにより,中

学校の英語教員が小学校で主体となって英語の指導.を行 う利点を虎視 していると考えられる｡

なお.現在では呉市の小学校は ｢外国語活動｣を実施 しているようである｡

2.品川区V.小中-L等佼 口野草園の場合 (亀井 2007において)【a2-b2-C2-(d2日

品川区の小Er1-fil焼設置の目的は,｢必要性の類型｣のうち主として折4種の ｢保盛者ニー

ズ対応7-q｣である｡平成12年度より始まった学校選択制をきっかけとして,保-#者に選ばれる

特色ある学校作りが始まっている｡もちろん,保識者に選ばれる要因として,学ノブの保証や現

代的な課越を解決する教科の設定なども行われており,その意味では第2種や折3種の性質も

滞びている｡英語教育の塵視は,r子どもたちが21世紀を生き抜くためには,英語のコミュニ

ケーション能力を身につけることが不可欠であるとの認識に立ち.小学校 1年生から教科とし

て週 1時間の典語の時間を実施 している (亀井 2007:12)｣とある｡この本が冶かれた段階で
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は外国語括劫が導入されていないが,ここに引用 した趣旨から判断すると英語スキルの向 ヒを

目指 してお り,外国語活動の内扉を越えたものを意図していると考えてよいであろう｡実際,

亀井 (2007)には,中学校の英語科担当教師が中心になって指導内界を計画し.英語inputの

重視,受容語虫の拡大.小 1からの段階的な文字指導などが行われていることが記JIiされてい

るoまた,その成果を児造英検やGTECで測定 しているという｡

小学校で平均3年の英語学習を経験 してきた7年生を対象にした (2007年の良引塔では小 1か

らこの典語教育を経験してきた中学生はまだいない)アンケー ト調査では,r小学校で行った

英語活動が好きでしたか?Jという質問に対 して,｢とても好き ･好きJが41%,｢あまり好き

でない ･好きでない｣が40%であったという結果が率直に記されている｡また,｢小学校での

英語活動は. 7年生になってからの学習に役立っていると思いますか?｣という問いに対 して

は,｢役に立っている｣がわずかに と回っていたという (亀井 2007:94)0

3.宇土市立網旺レト･中学校の場合 (平成22年)2月2日の研究公開時点において)

【a2-b2-C2-(d2)]

宇土市網田小学校と中学校は,歩いていける程度の距離があり,一体型ではなく地域の小学

校と中学校が協力 して行われている-fi'教育である｡平成17年から22年まで文部科学省の研究

牌発として-L'11教育の研究と実践が行われていた｡ この研究開発で特徴的なのは,r人との関

わり体験科｣｢創造表現科｣｢そろばんの時間｣という独自教科を設定し,小学校における英語

教育はその中の ｢創造表現科｣の一部として行われていたことである｡創造表現科は日本語で

行うスピーチなどを中心とした r表現活動｣と,韮礎的な英会話などを行う r英会話｣があり,

どちらも小 1から中3まで設定されている｡

小学校段階での創造表現科 (英会話)紘.IIRT.JTE,ALTの組み合わせで行われている

が,JTEは中学校の英語教員の他に,英会話担当の教師 (英語専科)がいる｡小学校での内茶

は学校で独白に作成した単元であるが,色や動物に関する単語や表現,子 どものJt満に即した

英会話表現など,他の学校で行われているものと大きく違いはないように思われる｡ しかし.

評価の観点は r正 しく聞きとっている｣r正 しい発音で伝えている｣など,外国語活動の観点

よりは踏み込んだものになっている｡また.段階的な文字指導を小学校から行ってお り,熊本

大学で開発されたSSH (SoundSpellingHarmony)を採用 している｡

評価の一環として,リスニングテス トやインタビューテス トを行っているが,テス トがある

から英会話が嫌いという児童はいないということであった｡児童対象のアンケー ト調査でも,

中学校 L年～3年の全学年で ｢典籍が好き｣という生徒の割合は熊本県の平均を上回っており,

｢授業内容が理解できているか｣という頃日においでも,全学年で県平均を越えている｡

この実践は研究開発として行われたが,研究期間が終われば炎語専科をItU.くことも教科とし

ての英会話も難 しくなるであろう｡今後,学習指導要領の範囲内でどのような実践がなされる

か注目したい｡

4.楠本市立富合′ト･中学校の場合 (平成20年H月の ｢富合 "/ト中一質教育"盟矩｣において)

【a2-b2-C2-d2]

熊本市立富合小学校と中学校は旧富合町の時代から小中一貫教育に取り組んでお り,平成2L

年度からは教育況程の特例措置を受け,新教科の設鼠 小学校高学年からの一部教科松任制な
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どを行っているという｡英語教育に関しては,r国際科｣という教科を設定 し,小学校 1_年か

ら英語の授業及び国際理解に関する活動などを行 う｡小学校の5年生以 ヒでは英語専科と中学

校教員がTTで授業を行い,5年生から中学校 1年の教科雷を使用する｡小学校 3年から文字

を導入し,高学年ではフオニックスも用いるという｡

5.新潟市立鳥屋野中学校区の場合 (平成2L年の ｢研究紀要｣において)

【a2-b(不明トC2-d2]

新潟市立鳥屋野中学校は,上所小学校,女池′ト学校と共に平成21年度まで3年間の研究開発

学校の指定を受け,小中-1'I教育の教育視程についての研究と実践を行った｡英語関連では,

｢英語表現の時間｣という教科を設定し,英語だけではなく,ことばについての興味 ･関心や,

比校 ･分析的にことばをとらえる力を養う ｢言語意識教育｣を行 うという試みがなされている｡

具体的には,小学校低学年では年別馴寺剛の兵語に依れ親 しむ活動 (文字を含む),中学年では

20時間の英語でのコミュニケーション活動などの他に,言秦の多様性や背景的文化の存在に気

付くなどの r言語昔孤教育｣活動を行い,フオニックスも導入する｡高学年から中学校 レベル

では年制35時間が設定され,中学年での指導を発鳩させるとともに,スピーチやミニ .ディべ-

卜など英語を統合的に使 う活動を増やす｡小学校での指導の主体は担任ではないかと推察され

るが.紀要からは詐 しくは読み取れない｡

6.口南市立北郷′ト･中学校 (学びの杜北郷学園)の場合 【a2-b2-C2-dl]

日南市では,すべての校区で一㍍教育を行っているC学びの杜北郷学問は施設一体坐の-ユ'1

教育で,認定保育園も加えると幼 ･/ト･中が一つの敷地の中に存在する.英語教育も幼小中の

すべてで行われている｡保育園ではALT主体の ｢英語遊び｣を行い,小学校ではl年生から

r英会話科｣が設定されている｡｢英語遊び｣は月に1回20分～30分程度で.r英会話科｣は小

1で年間12時臥 小 2-4が15時臥 小5- 6が35時間行われている｡中学校段階の英語は平

成23年度までは各学年125時間で,平成24年度からは150時間となる｡通常の中学校より多い時

数である｡小学校での r英会話科｣は教科として行われているが.高学年での目按や指導内扉

紘.｢英語に依れ親 しむ｣ことをめざし.中学校の英語の前倒 しとならないよう留意するなど,

学習指導要領の ｢外国語活動｣にかなり近い｡r英語ノー ト｣を使JT]することもある｡指執 ま,

HRT,AIT,JTEの組み合わせで行われる｡ALTは保育園から中学校までのすべての学習者

と壊 しており.中学校の英語教員であるJTEも英会話科において大きな役割を来たしている｡

評価の観点のうち r聞くこと｣や ｢話すこと｣は,｢-身近で簡単な娼語のおおまかな内容

を開きとることができる｣や ｢-∴簡単な英語を用いて話すことができる｣になっていることな

どは,外国語朽動と-jI長なるが,数値評価は行わず,活動に対する意欲や態度などをtl='心として

評価 していることなどから判断 して,実質的には外国語活動にかなり近い授詳内容及び評価の

方法であると考えてよいのではないかと思われる｡

北郷/ト･中学校は9学年が同じ校合で過ごす一体型の-rr校で,教師も児童生徒も頻繁に交

流している｡教師が児なる学校種における子どもの発達段階や学びの実態を知っていることが

授笈改薄に役立つであろう｡また,保育園での ｢英語遊び｣から始まり,一般の学校よりも長

い期間英語に棲することが中学校段階でどのような結果につながるのか,今後の検証が期待さ

れるO
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7.小林市+L幽′ト林中学校区の場合 (主として平成22年度の研究紀要において)

【al-bl-cl-dl]

小林市は.平成21年度から市全体で小中-m-教育に取り組んでいる自治体であるo西小林中

学校には専ヶE=小学校と西小林小学校からの児童が進学する｡そこで,この3校が一体となっ

て,平成20･21年度に小林rFの小中一!'1教育推進モデル校として小中-m-教育の開発を行った.

小林市は.郷土について学ぶ rこすもす科Jという独白の教科を設定しているが,英語に関

しては特別なことを行っていない｡/ト学校では高学年から外国語満軌 そして中学校では典語

科が学習指導要領で定めた時数で行われ,外国語活動は学級担作が授実の主体となる｡

-irl'した教育のために,各教科で小学校から中学校までの系統性が検討されたようで,英語

の系統作を表 した表も作成されている｡ しかし,それは外国語活動と小学校英語科で学ぶこと

を4技穂別に一覧表にしたようなもので,特に独白の視点や香城 したい技能が含まれているわ

けではない｡小学校と中学校がそれぞれに学習指導要領に則った授業実践を行 うことが求めら

れているのみであると思われる｡

小学校と中学校の教員が一緒に研修をしたり,互いの授男を参観 したりして理解を深める努

力はなされている｡また,中学Jtの英語力の向上のために,/ト林市で独自の教材を作成 したり

もされている｡小林市では,英語力の向上は必ず しも小学校からの英語教育によるというので

はなく,中学校での授業改善等で行おうと考えているようにうかがえる｡研究開発や特例など

ではない,一般の公立小中学校が学習指導要領の範囲内で一班教育における英語教育を行 う際

に参考にしやすい実践として,注目していきたいと考える｡

Ⅳ 考 察

前項において,小中一貨教育を行っている学校をいくつか取り上げ,わかる範閏で英語教育

の様子を概観した.さらにいくつかの考察を加える｡

1.英語教育を小中一TTで行 うことのメリット

(1J 小中一臼教育と英語教育は結びつきやすいD小柳 (2009)は,平成15年以降の小中一打

教育推進の流れを概観する中で,平成19年度時点で小中一貫の取り組みの特徴として挙げ

られるものは外国語 ･英語系がいちばん多いと述べているが (p.262),現在でもその傾向

は変わっていないように思われる｡理由はさまざまであると考えられる｡

①学校の特徴として英語教育に力を入れていると張 うことは.｢凶群化｣なども相保って

保護者や地域に受け入れられやすい｡

(参典語活動や外国語所動の導入に伴い,中学校炎語数tiが加わることは,授業に不安を感

じる小学校教員に歓迎される｡

③外凶語活動が ｢楽 しいゲームなどが中心であり英語が身につかない｣などの批判に対 し

て,中学校の教員が加わり ｢*PFl性｣を生かした授業を行っているとアピールしやすい.

①しい学校教員にしても,｢中学生になるまでにやっておいてほしいこと｣を盛 り込んでも

らうことができ (中学横の英語教育の前倒 しである場合もそ うではない場合もある).

好都合である｡

⑤ALTがいない,またはALTの訪問が少ない学校では,中学校英語教員が代わりを務め
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ることができる｡

⑥中学校の英語教員が小学校での外国語活動や英語活動に加わってよる深く理解すること

が.中学校の英語の授業の改善につながる｡

以 ヒのようなメリットが考えられるが,問題がないわけではない｡たとえば,小中一rf教育

を行 うにあたって,新規に中JLZ4･F一校教員が小学校に加わるのであれば,中学校の英語教育に影響

はほとんどないと思われるが,実際は,すでに中学校に在職 している教員が自校での授業にプ

ラスして小学校に行くことが少なくない｡この場合,中学校の教員にとっては小学校での授業

は負担増になる./ト学校での授実を担当する教員の授芙時間数を減らして他の教員が負担 した

り.中学校に非常勤がついたりする場合もあるが,この措置も完壁ではない｡他の教員の負担

が増血]したり,｢Iコ学校での授繋が結盟としてより ｢未熟｣な教員に任されてしまったりするこ

ともあるからである｡中学校側の理節があり,メリットを感 じている場合は良いが,そ うでな

い場合は単に負担が増えたことに疲労感を覚えることになりかねない｡

また,中学校教員は中学校の英語の授業の専門家ではあっても,小学生を対象とした英語の

専門家ではない｡中学校そのままの授某をしてもうまくはいかないため.教員にとっても小学

生を理解 し新たな指導技術を会得するなどの努力が必要となる｡これも中学校教員にとって負

担の増加と言えるが,この努力が実を結んだ場合は,自らの中学校の授業の改苗にもつながり,

小学校中学校双方にとってメリットがあるであろう｡ しか し,中学校教員が小学校での授;掛こ

合わせようとしない場合は.最悪の場合英語嫌いを作るなどの弊著を生むこともあり得るD

次に,小中一賢で行う場合の成果に関する謙越がある｡現在は′ト中一貰教育を始めてまだあ

まり年数がたっていない学校や地域が多いが,教科として英語教育を行うなど,学習指導要領

の外国語活動の範囲を超えた内容を指導している場合には,早晩成果を日に見えるかたちで公

表することが求められるであろう｡たとえば,中学校 3年生の英語力が一班教育導入以前に比

べて向上 しているというような実鶴があれば,教科化 した意義が感 じられる｡

しかし,外国語所動導入以前の調査ではあるが,JASTECのプロジェク ト･チ-ム (2008)

が.英語活動の授菜崎数などが異なる小学校 3校の卒実年_の中学校における英語の技能面と情
音 痴を追跡調査 した結果によると.小学校段階で英語学習時間が長くても.必ずしも中学校で

の高い典譜ノ〕につながっていないという｡調査対象の3校のうち, 2校は典語所動の時間を多

く設けるなど児丑が英語に触れる時間が長く (学校や学年によって異なるが′ト学校段階で40-

350時間の学習時数),また,研究開発や特例措置を受けていたためALTやJTE,地域人材な

ど多くの ｢専門家｣が関わっていた｡時数の一番少ない小学校は一高学年の 2年で10時間程度

の時数で,担任とALTによる授業であった｡このように児並の英語学習経験に大きな迷いが

あるにも幽わらず.より学習時問が少ない小学校から進学 した中7:生に,中7.･3年件の段階で

逆転されることもあったという｡また,tTf･意面においても,小学校での良い英語学習歴が必ず

しも学習の動機づけ.棚極的なコミュニケーション-の態度,異文化-の興味などにつながっ

ているわけではないと述べられているD単純に授業噂数を多くしたり,英語の ｢専門家｣が授

Xに関わったりしたとしても,それだけで児正生徒の英語力やm意面の向上につながるわけで

はないという調査結果は,/ト中-1!1-で ｢英語教育｣をアピールする際に,教員の時間と労力に

見合 う結果を出すための大きな示唆となろう｡

実際,JASTECのチームは,この調査結果を踏まえた′ト･中英語教育-の示唆として,小

学校8llJへの示唆を5点,中学校炎語教育-の示唆を7点あげている｡このうち,小学校におけ
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る r楽 しく文字に触れて楽 しく文字指導を導入する｣という点は,ある程度英語の凸記体系や

文字指導の方法についての知識や経験が必要であるため,英語の ｢専門家｣の支援が必要かも

しれないが,それ以外の,情意面の指導の工夫やリスニングの機会を多くすることなどの示唆

紘,小EFI-11r教育でなくても実行できるものである｡また,中学校-の示唆も,4技能の統合

的な指導や挑戦 しがいのあるコミュニケーション活動,体系的な文法指導など,新指導要領が

重視 している内容と蛋なるものが多く,小中一王'I教育を実施 していなければ実行できないもの

ではない｡

中学校英語教員が小学校での授業に関わることのメリットがないわけではもちろんない｡文

字指導を行っていないとしても,教室英語や使用する英語表現など,英語の知識が授Xiに役tI.

つことは多い｡英語という点ではALTの方が有用かもしれないが,/｣､学校の教員が口本譜で

話しかけられるという気安さや,日本人7=習者にとっての学習の難 しさを知っていることなど,

A⊥Tにない強みもたくさんある｡また,中学校の教員にとっても,小学校で行われているこ

とを知っていることは中学校の授業を行ううえで役に立つし,′ト学校教員の教材作成の巧みさ

や発話の工夫などから学ぶことも多いはずである｡

しか しながら,英語教育が/ト中 r連携｣ではなく,小中 ｢-rrJ教育でなくてはならない理

由は,実は節単には見つからない｡′ト中合同で行 う年間計画や授実の検討,あるいは合同研修

会では十分でないことは何か｡小中一rf教育を実施 し.かつ兵語教育を目玉の一つにしている

地域や学校の研究紀要などには,あまりその点に関する言及はないように思われる｡また,英

語スキルの向上を意図して教科化 している地域や学校は,そのうち教員の負担や労力に見合 う

学力向上がなされていることを公表する必要が出てくるだろう｡

2.小中一111'教育における英語教育の系統性

小学校で外国語活動が始まったことで,小中の連携の必要性を強調する文献は枚挙に過がな

いCそれが互いに何が行われているかを知 りそれぞれの学校での授業に役立てようとすること

はもちろん大切である｡たとえば,中学校1年の最初の英語の授某は,まったく英語学習経験

がないことを前世にしていた以前の授菜とはおのずと変わってくるであろうから,小学校で行

われたことについての共通理解が必要である｡

連携や-賢の具体策として,｢系統図｣が作られることがある｡ しかし,英語と他の教科と

の ｢系統｣の考え方はまったくことなることが しばしば無視されている｡たとえば,算数 ･数

学であれば.小学校で学ぶ図形に関する学習が中学校の数学でどのように発展するかなど,系

統図から学習内容の深化や広がりが理解できる｡ しかし,英語の場合は,小学校と中学校でシ

ラバス編成の考え方は全く異なる｡′J､7-校では ｢英会話科｣など教科として設定している場介

でも,｢道案内をしよう｣｢色で遊ぼう｣｢レス トランにて｣など,場面や概念 ･機能を主体と

したシラバス編成であるか,あるいは ｢英語で学校を紹介 しよう｣など,タスク的な考え方に

韮づくことがほとんどであるo Lかし,中学校においては,教科雷の単元が rキャンプの準備｣

であっても,｢キャンプの準備について英語でや りとりできるようになること｣が主たる目的

とは限らず,｢名詞の複数形について理解 し使いこなせるようになること｣などという文法に

関する目的が必ずある｡また,中学校で学ばせるべき文法lJf項は学習指導要領に定められてい

るが,小学校にはそのような規定がない｡児童生徒が触れる譜躯も,小学校では数さえ決まっ

ておらず,lJJ学校でも語免数は定められているが,語虫の選択は教科かによって違 うOこのよ
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うに,小学校と1;'学校の違いや,学校間 ･教科itにおける違いなどから,r系統他｣を考える

ことが非常に難 しいのである｡

迎いが大きいからこそ,小学校と中学校で学ぶことを一覧表にして教員間で共通理解するこ

とに価値があると言えないこともない｡ しかしその場合も,rこの単語は小学校で既tlJlだから

中学校では軽く扱ってよい｣r道案内は小学校でやっているから中学校では省略 してよい｣な

どとは言い難いo

大下 (2007)は,/ト中辿状の促進のために r小学校英語活動を典語教育の枠組みで捉える｣

べきであると提言 している｡-賢教育の考え方から見ると当然であるような提言をあえてして

いる理由は.′ト7=佼英語所動が r言語習得を主な目的としないという点で.中学校の英語教育

とは基本的に異なった惟格をもっている (p.45J｣ことを正 しく理解 しているからであると言

える.この提言がなされたのは英語所動が r総令的な学習の時間｣の中で行われていた時期で

あるが,外国語活動になっても r言語習得を主な目的｣としていないのは同じである｡/ト学校

でも英語スキルの向上を目指すべきと考える立場からは,文法や語免の系統椎を組むことがで

きない外国語活動は,英語教育の効率を下げるものととらえられよう｡

しか しながら,小学校で行っているものを英語教育であるとはっきり位置づけるには,指導

者の資質や小学生に適したカリキュラムや教材の開発などクリアすべき挑題が多い｡英語教育

に力を入れることをはっきり方針として打ち出す私立の学校などは例外としても,普通の公立

小中7:校では,特例で英語を教科にする程度ではなかなか解決できない問題ではないかと思わ

れる｡

Ⅴ 附属小 ･中学校での今年度の実践と今後の検討

以上のように,小中一貨教育における英語教育の例や特徴,放題などを見てきた.これらを

踏まえて,学部附属共同研究の外国語所動 ･英語部会が今年度行った実践と,次年度以降に検

討 していきたいと考えている小中一貰教育のあり方について述べる｡

本部会は,附属小学校及び附属中学校の学校としての他格もあり.特例校として小学校の外

国語活動を教科として行ったり,中学校における英語の授業時数を増や したりすることは考え

ていない｡一般の公立小中学校と同じように,学習指導要領を並木としつつ,教師の負担を必

要以上に増やすことなく,結果として5年間の英語教育がこれまで以上に成果を上げる一旦'l'の

方法を検討 ･実践 していきたいと考えている｡その際,参考になると思われるのは研究開発学

校であった新潟市の3つの小中学校である｡JJ7r･究開発であったため,r英語表現の時日il｣とい

う教科が特設されたが.この中で雨祝された r言語意識教育｣を,外国語活動と中学校英語科

で生かすことで英語教育の一貫性や発展性を実現できないであろうか｡

これらの小中学校の研究紀要では ｢言語意職教育｣を,大津 ･羅薗 (2008)を参考にして

r外国語である英語という ｢言語｣を利用 して rことば｣についての感性を磨き.それによっ

て rことば｣を窓口に異文化粍解を深めさせるような活動｣としている｡また,r｢ことば｣に

ついての興味関心や,比政 ･分析的に ｢ことばJをとらえるノJが,その後の英語学習-のプラ

スの影響をもたらすことも期待 した｣とある｡また,中学 1年に相当する段階からは,英語で

の自己紹介.ミニ .ディベー トなど統合的な活動を行わせている｡中学校での英語の授業時数

が増えることもあり,このような統合的に英語を使 う活動は,これまで以上に英語の時間に政
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り入れることが可能であると考えられる｡

附属小学収における外国語活動は,これまでも英語スキルの伸長というよりも,コミュニケ-

ションを円推=こするポイン トに気を付けたり,相手意識をもった会話を行ったりという活動を

多く取り入れてきた｡これらも rことば-の興味関心｣と結びつけることが可能であろう｡す

なわち,ことばを使って相手と関わることの重要性や,相手-の思いやりなどを宕識すれば.

おのずと白分が使 う ｢ことば｣への配慮が必要となる｡今後は,ことばそのものの不忠誠さや

おもしろさを意識させる所動,英語以外の言語-の関心,異文化理角軸勺な変索などを盛 り込む

ことなどが検討秋越となるであろう｡

附属中学校では,そのような r言語意識教育｣を蹄まえたうえで,生徒が英語をより効果的

に使いこなすために棚俺的に学ぶという授芸が展開されるよう,年間計画や授業計画を見直し

ていきたいと考える｡本年度は,そのような検討の準備として,授業において3つの試みをし

た｡以下にそれらの内容を簡単に述べる｡

(11 コミュニケーションのポイン トを重視 した外国語活動の授業

平成23年6月30U,附属小学校における校内授認Dr.究会において,外国語活動研究主任の

番藤匡教諭は,｢英語ノ- 卜2｣の ｢Lesson4できることを紹介 しよう｣の研究授業を行っ

たOこの授実は4時間中の第3時であったが,最終時に行われる ｢ショー ･アン ド･テル｣

を控えて.特にコミュニケ-ションのポイン トを強調した授業であった｡コミュニケーショ

ンのポイン トとは,｢相手を見て｣｢聞こえる声でjr反応を返して｣rジェスチャーをつけて｣

の4点である｡これらのポイン トの亙要件を子どもが話 し合ったり,ポイン トが守れている

子どもの写王‡を提示して良い点を具体的に称賛したり,活動の前後で自分のコミュニケーショ

ン-の憶度がどう変わったかを自己評価させたりなど,授選時制のかなりの部分がより良い

コミュニケーションを実践するにはどうしたら良いか子どもに考えさせることに費やされた.

その結果.子どもが実際に英語を使って活動をした時間は10分程度であり,外国語活動の授

業として適切であったかどうか,参観者の刷でも意見が割れた｡ しかし,小学校の段階でこ

とばを適軌 こ使 うとはどういうことであるかを子どもに明示的に示し.意和させた実験的な

授-Xfとして大きな首題があったと笥者たちは考えている｡

(2〉 中学生による6年生への絵本の読み聞かせ

平成23年7月61｣と11月14ロ,附属LF'学校の中学3年生が,附属ノト学校の6年生に対 して

絵本の読み聞かせを行った｡この生徒たちは湛択教科の英語を履修 している24人で,グルー

プに分かれて英語の絵本を選び,それをどのように読み聞かせをすれば′｣､学校6年生が理解

し.かつ楽しめるかを検討 し,練習を塵ねて本番に臨んだ.ただ英文を読むだけでなく,ジェ

スチャーや歌を入れたり,だれがどの部分を読むか担当を決めたり,グループでさまざまな

⊥夫を凝らしていた｡その結果,読み聞かせは小学生に非常に富んで受け入れられ,児畠も

-緒に典文を繰 り返したり,笑顔で反応を示すなど,中学生にとっても達成感のある時間と

なった｡

この試みには,さまざまな意図があった｡まず,附属中学校と附属小学校の教員の連携だ

けではなく,中学生と小学生という子ども同士の連携を創ることである｡小学生にとっては,

英語を上手に楽しく読んでくれる中学生は憧れの対象となり,自分も中学生になったらそう

なれるよう英語を勉強 したいという励機づけとなる｡中学生にとっても,/ト7:生への思いや

りや同じ附属学校間の仲間たちという意識が焼く｡また,中学生は,読み聞かせの練習をす
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るなかで,絵本の内容や文章の意味を深く考え,どう表現するかを上夫するという経験がで

きる.また,相手-の配慮をもって英語を使 う練習をしたり,実際に読み聞かせをするとい

う,青紫を使 う際の相手意識が培われる｡小学生は吉柴の響きや意味を楽 しみ,中学生は言

葉をよりよく使 う練習をするという,｢言語意識｣を磨くひとつの機会にしたいと考えて実

施されたものである｡

(3) 中学生と外国人ゲス トとの英語によるディスカッション

平成23埠12月 6日,附属しい単段の 3年生の生徒が外国人のゲス トと典語でディスカッショ

ンをするという機会を設けた｡各クラスとも9つのグループに分かれ.さまざまな国からの

ゲス トに対して,学校生活に関することや日本文化など自分たちが外国の人と話 してみたい

と考えた トピックについて英語でプレゼンテーションをし,その後,ゲス トからのJ;FT関に答

えたりなどのディスカッションを行った｡

この試みは,附属中学校と大学及び県の国際交流協会との連携によって行われ,附属小学

校は関わっていないが,私たちの意図としては,小学校5年生から始まる附属学校図での英

語教育が目指す学習者の最終的な姿を具体化 しようとしたものである｡すなわち,生徒は伝

える内界を自ら決定し,英語での表嘆.を考え,相手意識をもってどのようにプレゼンテーショ

ンを行えばより伝わりやすくなるかを工夫した｡また,ゲス トからの質問や感想には即興で

応答 した｡英語を用いて双方向的なコミュニケーションを行い,他者と自分の間によりよい

理解と共感ができる関係を結ぶことができるという経験と実感を,中?･校までの5年間の英

語教育で児丑生徒にもってほしいと考えている｡

今年度の共同研究は,主として小中IfI教育における典語教育の実践の様子について情報を

収集 し,実憶を知ることであったC次年度以降,附属学校ならではの,そして一般の公立小中

学校でも実行可能な,-質 した英語教育について検討 していきたい｡中学校 3年/tの段階にお

いて,英語を統介的かつ創造的に使 うだけではなく,相手を意識して効果的なコミュニケーショ

ンを図り,友好的な関係を結ぶことができる学習者の育成を目指 していきたいと私たちは考え

るo小学校では言語に興味関心をもち.ことばを使って人と関わるという r言語音識｣を中心

に据え,中学校では典語という道具をより磨き,効果的なコミュニケーションができるように

学ぶ.そのような-耳性を考えていきたい｡すなわち,文怯事項や語虫等に限定されない′ト学

校と中学校の系統性を見出すことや,-Ⅰ'1性をもった5年間の年間計画の作成及び実践が次年

度以降の課題である｡

江

川 平成23年皮の宮崎大学教育文化学部と附属乍佼陶の外国語活動･英語部会メンバーは以下の通りで

ある:アダチ細子 し学部),常傭匡 (附属小学校),m村京Jf･･西川奈R ･益尉人 (附属q｣学校)｡ま

た,北郷小qI学校においては,笠牟田保R校長をはじめ.教職員のJ7J々 に同校の小rl1-Lrl教育につい

て多(のことをご教示いただいた｡厚く御礼申し上げる｡

(21本稿では,小学校における外同語活軸は r外国語活動｣,rP学校における外国調科の英討手について

はよく使用されている r英訴科｣を用い,その両者を一桁にして r英語教育｣と呼称することにする｡

｢外同語活動｣は現行の学習指導要領で必修となった鶴城を指す｡｢英語活動｣は,Tri成11年の学習括
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等要領において,主として総合的な学習の時間に行われていた英会話や国際理解にfAJする授丑を指す

ことが多い.現在でも低 ･中学年で学校が独白に行っている英会話などの時l即を r英語活動｣と称す

ることがある｡
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